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円/トルコ・リラ（左軸）

トルコ・リラ/米ドル(右軸、上下反転）
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■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通してみると対米ド

ルで下落する一方、対円ではほぼ横ばいでの推移と

なりました。またトルコの2年国債金利は上昇となりまし

た。3月の経常収支は30.6億ドルの赤字と市場予想を

小幅に下回りました。米国政府がIS（イスラム国）掃討

作戦でシリアのクルド人民兵組織クルド人民防衛隊

（YPG）に武器供与を承認したことを受けて、トルコと米

国の関係悪化が懸念されたことから、金利は上昇し、ト

ルコ・リラも対米ドルでは下落する結果となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は特段重要な経済指標の発表は予定されてい
ません。エルドアン大統領は、米国がシリアのクルド人
民兵組織クルド人民防衛隊（YPG）に対して武器供与を
承認したことについて、われわれの希望と反するとし、
今週予定されているトランプ大統領との直接会談で方
針の変更を求める考えを示しています。引き続き、米国
との関係など政治動向に注目が集まりやすい環境が続
くと想定されます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年5月6日～2017年5月12日までの推移】

（2017年4月14日～2017年5月12日）

【トルコ 金利推移】
（2017年4月14日～2017年5月12日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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